
令和６年度国重点鳥取県国民保護訓練
参加報告

日 時 令和６年１１月１２日（火）１２：３０～１５：３０

会 場 鳥取県東部 各所

参 加 日本赤十字社鳥取県支部国民保護対策本部要員

日赤鳥取県支部災害医療コーディネートチーム第１チーム

日赤鳥取県支部救護班第１班

日本赤十字社 本社防災業務課（視察）



訓練目的

緊急対処事態を想定した実動・図上訓練を実施し、国の指示に基づき実施す
る市の区域を越える避難の調整及び避難要領を訓練し、国、地方公共団体、
指定（地方）公共機関の相互協力及び連携を強化するとともに、国民保護措
置への理解の促進を図る。

訓練状況想定

１ ９月上旬以降、諸外国で発生した有事に対し、政府は重要影響事態

に認定して同盟国を支援

２ 10月下旬、日本海沖で不審船の目撃情報が相次ぎ、また国内にお

いてサイバー攻撃と思われる不自然な通信障害等の兆候あり

３ 11月８日、鳥取市浜坂地内の海岸において無人の不審船が発見、

複数名の者が上陸した痕跡あり

４ 11月９日、政府は大規模テロ等対策本部を設置するとともに自衛

隊の治安出動待機命令を下令

５ 11月10日、政府は上陸した10数名程度の勢力が自動小銃などを

携行している可能性が高いと判断し、自衛隊に治安出動を下令

６ 11月12日午前８時、政府は、情報分析の結果、鳥取県鳥取市浜坂

地区に当該勢力が潜伏していると断定し、緊急対処事態に認定す

るとともに警察及び自衛隊により封鎖した。

７ 当該潜伏勢力が国家を背景とした勢力であるか現時点で特定困難

８ 政府は緊急対処保護措置として潜伏地域周辺の地域を要避難地域

とする避難措置の指示等を行った。



国重点国民保護訓練
日赤鳥取県支部訓練項目

（各本部と連携した）

１ 支部国民保護対策本部の運営

２ 災害医療CoTと救護班活動

３ 外国人の安否調査

４ 血液製剤の供給（施設避難に伴う広域連携）



国重点国民保護訓練 日赤鳥取県支部訓練項目（詳細版）

【訓練項目】※赤字は机上

会場➊ 日赤鳥取県支部国民保護対策本部の運営
・第2配備態勢➠第3配備態勢（警戒➠対策）

・本社現地対策本部の受入れ

会場➋ 鳥取県緊急対処事態対策本部への派遣
・支部災害対策本部要員

会場➋ 鳥取県保健医療福祉対策統合本部への派遣
・鳥取県災害医療Co、日赤災害医療CoT

会場➋ 外国人の安否調査

会場➎➏  日赤救護班の派遣
・避難先連絡所における救護所運営ミッション
・域外避難エリアにおける病院避難ミッション

会場➏➐  血液製剤の搬送

会場➋ 赤十字標章の交付

会場➌➍  鳥取市・倉吉保健医療福祉調整本部への派遣
・鳥取県東部圏域災害医療Co、日赤災害医療CoT

会場➎ 赤十字ボランティアの対応

会場➍➎  救援物資の搬送

【訓練会場】

➊ 日本赤十字社鳥取県支部

➋ 鳥取県庁
・政府現地対策本部
・鳥取県緊急対処事態対策本部
・鳥取県保健医療福祉対策統合本部

➌ 鳥取市役所
・鳥取市緊急事態対策本部
・医療対策班（保健医療福祉調整本部） ※市型保健所

➍ 倉吉市役所 ※避難者受入れ市

・倉吉市緊急事態対策本部

➎ 鳥取市民体育館 ※避難先連絡所

➏ 鳥取県立中央病院 ※病院避難実施

➐ 鳥取空港



鳥取県緊急対処事態対策本部

本部長：県知事

県保健医療福祉対策統合本部

本部長：福祉保健部長

災害医療コーディネートチーム

福祉医療コーディネートチーム

国、全国団体等

指示命令

総務班

県保健医療福祉対策支部

（被災地外）

福祉市保健部内職員で構成、各種支援チームの調整等を行う。

連携・調整

統括DMAT、DHEAT等

本部長補佐

助言

医療班 福祉班

（各種団体とチーム）

DHEAT

助言

DMAT、医療救護班 DWAT、DPAT

地域災害医療コーディネーター

保健医療福祉調整会議

被災地内の保健所

（現地保健医療福祉対策本部）

地域災害医療コーディネーター

DHEAT
（本庁支援）

DHEAT
（保健所支援） 保健医療福祉調整会議

活動調整

避難所

救護所
各種支援チーム

連携・調整

県医師会

(JMAT)

県看護協会

(災害支援Ns)
日本赤十字社

県リハ支援会

(JRAT)
DWAT DPAT

活動

活動

日本赤十字社鳥取県支部⇔行政各本部 連携体制図

DMAT

必要に応じた職種、メンバーを招へい

✚
日本赤十字社鳥取県支部

国民保護対策本部

本部長：支部長

✚
日 赤 救 護 班

✚
日赤災害医療コーディネートチーム

※2次階層保医福調整本部への派遣は割愛



日本赤十字社鳥取県支部救護班第1班の活動

12:30 日赤鳥取県支部国民保護対策本部 到着
・日赤支部対策本部および日赤災害医療CoTと活動調整
・鳥取市民体育館避難先連絡所における救護所展開に活動決定

13:11 鳥取市民体育館避難先連絡所 到着
・連絡所本部および先着チーム（鳥取市保健師・災害支援ナース）と活動調整
・救護所設置・展開（診療２名）
・救護所運営に際し、日赤以外の既存チームで対応可能であることを日赤対策本部連絡

13:46 日赤鳥取県支部国民保護対策本部より指令
・病院避難を実施中の鳥取県立中央病院支援が追加活動に決定

14:17 鳥取県立中央病院 到着
・病院緊急対処事態対策本部と活動調整
・（医師、看護師）➠傷病者対応および入院患者搬送 ・（主事、災害対策本部要員）➠病院対策本部支援

15:30 国民保護訓練終了

16:00 日本赤十字社鳥取県支部 帰着

16:30 日赤関係者 訓練振り返り

17:00 解散



日赤鳥取県支部国民保護対策本部の運用

• 本部は３名で運用（本部長代理１、救護実施部門１、活動支援部門１）

• 本部より県緊急対処事態対策本部にリエゾンを派遣（０.５ ※CoTと併用）

• 本部から派遣した各チームが糸の切れた凧にならないよう指揮系統を掌握のうえ、リエゾン

やCoTを通して関係機関との連携を構築した



日赤鳥取県支部国民保護対策本部の記録

【左№3】血液製剤の広域搬送調整のうえ、救護班血液供給要員を派遣する記録
【13:13】緊急事態発生のため救護班に安全管理指示を行う記録
【右№4】他機関の動向や日赤救護班の広域派遣調整を行う記録



日赤災害医療CoTの活動

• 県保健医療福祉統合本部で県福祉保健部（DMAT,DHEAT,DPAT,DWAT）や県医師会（JMAT）、県看護

協会（災害支援Ns）と連携して、避難指示エリアの保健医療福祉施設の施設避難や活動・参集チームの

指揮、県対策本部や各保健所との連携が課せられた。

• CoTは県と共に避難施設の籠城支援提案や血液製剤の広域搬送を政府現地本部と調整した。



救護班の活動（鳥取市民体育館避難先連絡所）

鳥取市保健所保健師２名、災害支援ナース１名と協働し

救護所を運営（傷病者２名を診療）



救護班の活動（鳥取県立中央病院）

病院本部と連携して傷病者対応や本部運営、

入院患者避難を支援した



各所のようす

【 右 】県立中央病院の病院避難を実施するUH-60-J（航空自衛隊小松基地所属）

【 中 】オンライン共有された各現場の映像や避難者把握システム、EMIS等

【 左 】県立中央病院で県災害医療Coと連携する救護班医師



訓練と併せて同日開催した
日本赤十字社鳥取県支部災害対策本部研修会



本社防災業務課を講師に迎え、鳥取県職員にも参加いただき、普段取り扱うことが少ない国民保護業務や原子力災害業務、
大規模地震対応について、議論を深めました。
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